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凱旋する選手達。悲願の目標達成の感動で
選手の目には、嬉し涙が光った。
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文章：鈴木慎二郎、原田達郎、中平幸輝、稲波智子
編集：曽良美彩紀、髙槻達起
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インカレ本戦 ＠琵琶湖

第87代スナイプクルーの原田です。インカレ期間中の記憶があまりな
い自分が唯一鮮明に覚えているレースは第4Rです。この日は特に不安
定なコンディションで僕たちは左右に自信がなかったので真ん中から
スタートする事にしました。大分高くスタートし、少し怪しいなとい
う印象でした。しかしスタートしてから考えても仕方ないと思い忘れ
る事にしました。振れに合わせながら走り上マークを迎えるとなんと
シングルに京大3艇が揃っていました！その後全員がシングルをキー
プしながら2下レグを迎えました。2下の途中で1位まで上げる事がで
きた時、リコールのことを思い出しました。トップホーンがならな
かったら、と思いながらフィニッシュラインを切るとちゃんとトップ
ホーンが鳴ってくれました。喜びよりも安堵の気持ちの方が大きかっ
たです。そして他の2艇もしっかりシングルでフィニッシュしようや
く喜びが湧いてきました。見事1-3-6という会心のレースになりまし
た。4年間で一番嬉しかったレースです。本当にリコールしていなく
て良かったです。

お世話になっております。87代の中平幸輝です。実は学連にとってのインカレ
はまだ終わっていません。今日もインカレの報告資料の作成のため、エクセル
の数字をただす作業に追われていました。誠に引退したい。
私の担当は宿泊、交通費、駐車場、昼食でした。仕事は大会関係者の人数に比
例して重くなります。今大会は100人程度でしたが、それだけの人数となると
例外的な事象が多く発生し仕事量は膨大でした。またそれだけのボランティア
が集い、インカレが成立しているということには感謝しなければいけないと実
感しました。最後に仕事を手伝ってくれた後輩たち、ありがとう！

88代スナイプスキッパーの稲波智子です。インカレの陸サポートは、出着艇申告
など沢山の手続きにミスがないかを確認、大量に送られる動画を整理し、着順が
分かれば瞬時に成績を計算する傍ら、SNSを用いての外部への情報発信も怠りま
せんでした。沖に出ないため結果に直接貢献しているとは実感しにくいですが、4
位と7点差という数字は、陸の仕事のミス一つで順位がひっくり返り得たことを意
味します。皆とは離れて大会運営の職務を全うした学連の人々の存在も忘れては
なりません。こうした仕事以外には、出艇までレースメンバーと談笑したり、屋
上からレースを遠目に観戦したり、TracTracでの実況中継に一喜一憂したり。沖
との距離は感じないように思いました。陸サポートの大半は下級生で、次のイン
カレでは自分が沖に出て活躍するぞ！との闘志を感じました。

沖から逐一風の情報を送り続けた
沖サポートチーム。

1-3-6フィニッシュを決めたレース。
陸沖問わず全員が沸いた。

学連の中核となって、みんなをまとめてくれた
中平さん本当にお疲れさまでした。

TracTracに釘付けで応援する陸サポート
チーム。審問の証拠もたくさん集めました。

沖サポート編

ベストレース編

学連編

陸サポート編
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部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。今回は後輩の憧れとなっている88代のクルー二人です。
470からは保家大将(3)、スナイプからは堀内亮(3)へのインタビューです。

028

堀内 亮

スナイプ クルー

Q.これまでの部活
を振り返って

A.コロナ禍で入部

し、1回生として
スナイプに乗る時
間が少なく、1つ、
2つ上の先輩たち
が自分より遥かに
上手に見えていた
ので自分も1年後、
2年後に先輩たち
のように上手くな
れるのか不安に思
いながら過ごして
いました。しかし
最近になってよう
やくヨットに乗っ
ている自分を客観
視できるようにな
り、自分の成長を
実感できるように
なりました。また、
直近のレースでは
今まで余裕がなく
てできなかった、
楽しくヨットに乗
るということがで
きるようになって
きました。

Q.最近のペアについて

A.代交代した直後はあまり固定されたペアがいな
かったので、代交代前のペアである87代の北川柚
葉さんについて書きたいと思います。初めは引退
直前の先輩と一緒に乗るということで自分自身が
足を引っ張らないかと不安でしたが、日々の練習
でベストを尽くし、レースメンバーたちに食らい
ついていこうと思いながらインカレまでの期間過
ごしていました。柚葉さんの徹底した帆走・動作
の指導により短い期間でクルーとして大きく成長
することができたと、今になって感じています。

Q.思い出のレース

A.2回生の頃に同期

の鈴木優志と29062
で出場した新人戦
の最終レースです。
レース展開は右く
の 字 の コ ー ス を
走っていたら極端
に右に振れた結果9
位でフィニッシュ
できたという典型
的な博打コースな
のですが、どんな
レースでも常に下
位1/4ほどを走って
いた当時の自分に
とって初めてシン
グルを取れたのが
とても嬉しく、思
い出に残っていま
す。この9位という
順位は約1年後に再
び優志とのペアで
走ったレースに塗
り替えられるまで、
長らく自己最高順
位であり続けまし
た。

４７０ クルー

保家 大将

Q.これから１年間の目標

A.後悔をしないようにする、ということです。今までの自

分は、例えば部活動といったように限られた時間の中で
精一杯頑張るということをしてこなかった人間でした。
中学も高校も終わっていざ振り返るともうちょい出来た
気がする、という歯切れの悪い終わり方ばかりをしてき
ました。そのためこの大学生活の有終の美を飾るべく、
インカレが終わった時に「入部してからこの今までちゃ
んと頑張った。」と言えるようにしたいです。

Q.思い出のレース

A.今年の7月末に行

われた関東フリート
です。このフリート
では1日目が強風、2
日目が軽風といった
幅広いコンディショ
ンでのレースとなり
ました。87代の中村
氏とのペアとして出
させてもらいました
が、特に1日目の強
風でのレースが強く
印象に残っておりま
す。この時僕は海で
の強風がまさに2日
目といったほどの初
心者で前後トリムも
ままならないという
レベルでした。その
ような中で中村氏の
指導でレース中にも
その上達を自分でも
実感できたことが特
に嬉しかったことと
して印象に残ってい
ます。

Q．これまでの部
活を振り返って

A.ただヨットを走らせ

るためだけにがむ
しゃらにやってきた
なぁというのが僕の
これまでだと自分で
思います。入部当
初やクラス分け当
初はまずヨットってど
うしたら動くんだろう、
どうやったら上手く
出来るんだろうの一
心で、基礎が出来
てからはどうしたら速
く走れるんだろう、ど
うやったら気持ちの
いい走りが出来るの
だろうか、それを考
え続けてきました。
他者の目線にはどう
映るかは分かりませ
んが自分としてはひ
たむきにヨットをどう
走らせるのかを考え
てきたなと思います。

２００２年千葉生まれ。千葉
県立千葉高等学校の卓球部出
身。工学部物理工学科。核心
を見抜いた部員のモノマネの
上手さで同期からも、後輩か
らも、親しまれている。圧倒
的な動作の上手さ、確実な
コース引きは後輩からの憧れ
の的となっている。最近味の
ついたご飯を食べるように
なったらしい。

２００１年京都生まれ。京都
府立洛北高等学校テニス部出
身。理学部理学科。ホッケの
愛称、その気さくな性格で先
輩後輩問わず親しまれている。
そのアクロバティックな動作
は見るものすべてを魅了する。
後輩からは、その言語化の上
手さから質問が途切れること
はない。

ペアの柚葉さんとの一枚団体戦本戦後
感極まる二人にペア愛を感じざるを得なかった。

87代中村氏と乗る保家さん
彼のスピントリムは後輩の憧れである
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レスキュー便り

１回生マネージャー

髙橋 香琳

プレイヤー以上に情熱あふれるマネージャーたちの活動や思いについて紹介します。

《 マネージャー近況報告 》
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新主将挨拶

B.B.マリンカップ＠琵琶湖

お世話になっております、89代スナイプスキッパーの峰岡拓真です。私からは、
10月29〜30日に行われた、BBマリンカップについて書かせていただきたいと思い
ます。大会の概要につきましては、ブログをお読みいただけると幸いです。
この大会は、インカレのスタメンを決める重要なレースでした。ペアの永富先輩
と５番艇として組み始めてから２ヶ月経ち、最初は歯が立たなかった３、４番艇
に徐々に追いつけていることを実感していたこともあり、インカレに出場するた
めにかなり意気込んで臨みました。結果、１レース目からまさかのリコール。２、
３レース目も苦手な強風の中思うように結果が残せませんでした。普段レース結
果にはあまり落ち込まないタイプの私ですが、この日は流石に心に刺さるものが
ありました。今日こそはと沖に出た２日目。１レースしかありませんでしたが、
このレースだけでなんと15艇を超えるリコールが発生。前日の反省を生かし、無
難なスタートを決めた私たちは、途中まで芳しくなかったものの、第３レグでこ
れ以上ないほどにコースを当て、13位フィニッシュ。結局このレースが私にとっ
ての87代最後のレースとなりました。
悔しさが残る結果となりましたが、私たち下級生にとってはなかなか体験できな
い規模のレースであり、88代以降に間違いなく繋がる経験ができました。この経
験をもとに、代交代後も突っ走っていきます。何卒、変わらぬご支援をよろしく
お願いいたします。

87代の永富優希です。私
は来春から興味のあった教
育業界へ就職する予定です。
ヨット部で学んだことを糧
に社会に貢献していきたい
と思っています。京大ヨッ
ト部への直接の関わりは無
くなりますが陰ながら応援
しています。

前代ではお世話になりまし
た。87代の中村です。今後の
進路について報告させていた
だきます。私は春から京都大
学の大学院に進学予定です。
研究という新たに熱中できる
ものが出来たので、また一か
ら頑張っていこうと思います。

四回生これからの進路

琵琶湖恒例の大連結!
迅速なレスキューには感謝しかありません.

新チーム主将の石橋さん。誰よりも熱い、その背中で
チームを牽引してくれること間違いなし。

お二人とも素敵な笑顔ありがとうございます。
これからのご活躍をお祈りしています。

https://twitter.com/kuyc_
https://www.facebook.com/kyotosailing/?fref=ts
https://www.instagram.com/kuyc_food/?hl=ja
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